
○多摩大学 初見康行准教授による講義の様子と生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義名：「経済学系～『仕事・働く』の視点から」 

 

☆生徒から講師の先生へのお礼と感想 

1 年 O.K さん 

本日は貴重なお時間をいただきありがとうございます。本日の講話で一番印象に残っているのは、仕事は自分の

人生に大きなインパクトを及ぼすということです。これから自分が選択していく職業は未来には残っているのか、

それともなくなってしまっているのかという事を考えることはとても興味深かったです。仕事に就くと居住地、

人間関係、プライベートの時間、収入、結婚相手などの全てが仕事に影響を与えられてしまうということが驚き

ました。目先のことにとらわれて「いま儲かる仕事に就くのではなく、未来を考えて就職した方がいいかもしれ

ない」という話に感銘を受けました。僕はこれまで将来について大雑把にしか考えていませんでしたが、今回の

話を聞いて将来についてしっかりと考えていく必要性を感じました。 

本日の講話はとても楽しい時間を過ごせました。初見康行先生ありがとうございました。 

 

1 年 U.R さん 

今回の授業では、労働経済の話や今後の仕事についての考え方について詳しく教えていただきました。労働経済

とは、労働市場の働きを経済学の視点から研究し、人々の幸福を高めるという内容です。初見先生から「仕事選

びはすごく大切なことだ」と教えていただきました。仕事が決まると自分の時間・人間関係・収入・経済力・結

婚相手が決まるとおっしゃっていました。仕事は人生に大きなインパクトを与えて、自分の生き方を決めるから

仕事選びは大切だと学びました。より良い職業に就くにはどのようにすれば良いのかも教えていただきました。

労働市場の変化・未来を知って時代によって必要な仕事が違ってきます。今後伸びてくる仕事もあり、仕事の幅

が広がっていくようです。 

本授業を受け、仕事選びの重要性について感じることができました。仕事によって人生が左右されると考えると

しっかりと自分に合っている仕事につけるようにしたいと思いました。今のうちから将来のことについて考えて

いきたいと思います。 

今回、初見先生の授業を聞いて自分の未来や仕事に関する考えが変わりました。なので、今後は人生の大事な時

期だと捉えて将来について考えていけたらと思います。本当にありがとうございました。 

 


